
管　理　職

・子どものための教育環境整備
という視点から設備・備品等の充
実に努める。事務職員との日常
的な連携に取り組み、予算の計
画的な執行に努める。

家庭や地域社会
との連携

・地域に貢献した経験を
もち､地域の中で子ども
を育てる意義を理解し
ている。

・家庭､地域､関係機関との連携・協働のネットワークを形成する。
・学級や学年、学校の活動について家庭や地域に積極的に情報を発信し、良好なコミュニケーション
を育む。

家庭や地域
社会との連
携・折衝

・スクールプランや学校評価を保
護者や地域に対して発信し、意
見を聞く。
・保護者や地域が学校に寄せる
期待や関心を把握し、それらを
教育活動に生かすとともに、地
域の教育資源を積極的に活用
する。

「ふるさと福井」
の教育

福井に愛着をもち､福井
をよりよくしていこうとす
る心と態度を持ってい
る。

・　【白川文字学】【ふるさと福井の先人100人】【古典音読・暗唱ノート】【郷土新聞】【ＮＩＥ教育】　など
「ふるさと福井」独自の教材づくりと授業を実践する。
・全国学力学習状況調査結果の分析､県学力調査（ＳＡＳＡ）の実施結果の分析を参考に個々の子ど
もの力を伸ばす。
・積極的に研修に参加することで自己啓発力を高め、学び続ける教員として福井の教育に貢献す
る。

組織における
協働

仲間と協働し、よりよい
ものを創り上げる経験
をもち､協働の良さを子
どもに発信できる。

・管理職や先輩､同僚教員の話を
謙虚に受け止め､自己の力にし、
諸活動に積極的に参画する。

・学年､校務分掌等の要となり､
連絡調整を積極的に行い､チー
ムで対応する力を高める。

・同僚性が十分に発揮されるよ
うな職場環境づくりに努める。

・学校の危機管理の知識を学び、
学級や集団の安全管理を適切に
行う。

・学校における事件事故に対処
する能力と未然に防止する結果
予測能力をつける。

・学校における事件事故に対
処する能力と未然に防止する
結果予測能力を高め、中心と
なって危機管理マネジメントを
行う。

学校安全
危機管理

財務管理

・組織運営に関わる内部及び外
部環境を把握し、強みを生かし
た戦略的な組織づくりを行う。
・目標管理票と面談を通して、教
職員の現状を把握し、業務に対
し、的確な指導を行う。
・教職員のもち味や新しいアイ
ディアを積極的に引き出し、学校
運営に生かす。
・教職員とのコミュニケーションを
図りながら、同僚性と協働性を育
み、人材を育成する。

特別な配慮
への対応

・特別支援教育の現状と課題を理
解する。
・合理的配慮について正しく理解
する。

・特別支援教育の課題を見出
し、連携して解決に向けて実践
する。
・一人一人に応じたキャリア教育
を推進する。

・学校全体の特別支援教育の
課題について正しく認識し、協
働して改善、解決のために努
力する。
・個に応じた対応ができるよう
指導、助言する。

学年経営
学級経営

・自分の理想とする学級
像をもち、子どもの発達段
階に応じた集団のあり方
について考えることができ
る。
・集団の中で様々な立場
で活動したり、多様な社
会体験をしたりする中で、
様々な課題に対応するこ
とができる。
・学校現場の現状につい
て学校ボランティアや学
校インターンシップなどを
通して理解することができ
る。
・学校安全に関する基礎
的な知識を身につけると
ともに、身の回りの危機を
察知し、回避することがで
きる。

・スクールプランの達成に向けて、
協働的に活動する。
・学級の課題を解決するため､教
員間の報告、連絡､相談を迅速に
行う。

・スクールプランの達成に向けて
積極的に参画する。
・学年で協働できる環境を整え、
若手教員の課題や悩みを理解
し、支援する。

・スクールプランの達成に向け
て、ネットワークを構築し､連絡
調整を行う。
・学級間､学年間の連携を意識
した学校経営を行う。

社会の変化
への対応

・教育改革の動向について関心を
もち、理解を深める。

・教育改革に対応するための具
体的な提案とそれに基づく実践
を行う。

・教育改革に対応するための
具体的な方策や対応を熟考
し、リーダーシップをとって推進
する。

・安全な環境で教育活動が展開
されるように、学校安全マニュア
ルを遵守し、施設の点検、安全
管理に努める。
・危機管理マニュアルに基づい
て、校内組織と関係諸機関との
調整を図り、地域との協力関係
を築き、危機管理体制を整備す
る。

学校安全
危機管理

・学級間や学年間で情報を共
有し､チームで対応するととも
に、役割と責任の所在を明確
にする。

・学校の生徒指導方針を理解し、
関係者間での報告・連絡・相談を
通して、チームで問題解決に臨む
力をつける。

・家庭や地域、関係機関との連
携において、若手教員への援助
的、指導的な役割を果たす。

・家庭や地域､関係機関との信
頼に基づく協働体制を構築す
る。

教職員理解
人材育成

創造的に思
考する力
コミュニケー
ション力

・幅広い教養と高い専門性を備
え、幅広い視点で、新たなものを
創造する。
・校内での教職員との日常的な
意見交換や情報共有を大切に
し、よりよい民主的な職場環境を
構築する。

学校経営

・学校環境の特性と課題を把握し、学校
運営のビジョンを示す。
・学校評価を分析し、学校運営のビジョ
ンにもとづいてスクールプランを決定す
る。
・スクールプランを実現するための具体
的な方策を決定する。
・教職員の能力や適性を的確に把握し、
一人一人の教職員が意欲をもって活動
できる機会や職務を与え、組織を運営
する。
・教職員の勤務管理を的確に行う。
・家庭、地域、学校が連携した福井型コ
ミュニティスクールの学校づくりを行う。
・教職員一人一人の能力を生かした
チーム学校の運営を行う。
・特別支援教育コーディネーターを充実
させるとともに、校内委員会を開催し、イ
ンクルーシブ教育を推進する。

福井の教育力を
支える研究・連携

・福井の教育を理解し、
福井を大切に思う心や
意欲をもっている。
・小学校で英語を指導
できる力を身につけて
いる。

・授業の実践的研究を柱に､世代を超えて授業を見合い､共に高め合う協働の研究体制と同僚性を
構築する。
・中学校、高校での縦もち教科担任制の利点を生かし､３年間で培う教科の学びを系統的に構築す
る。
・幼小中高の円滑な接続をはかり、福井型18年教育を推進する。
・各教科研究会､授業研究会などの自主研究会に主体的に参加することで、世代を超えての交流を
推進し、教師としての専門性を高める。

児童生徒理解

子どもを理解する重要
性を認識し、一人一人
に積極的に向き合おう
とする。

・子どもが相互に認め合い、高め
合う学級経営をする。 

・学年全体の子どもを理解し、生
徒指導上の諸課題を見出し解
決する。

・学校全体の子どもを把握し､
組織的に子どもの特性に応じ
た指導をする。

問題行動
への対応

・個や集団を指導する
ための手立てを理解
し、実践しようとする。
・一人一人の子どもを
大切に考え､子どもの声
に傾聴しようとする。
・人権への正しい理解
をもち、多様な子どもに
対して寛大な心と態度
で接することができる。
・発達障害に一定の知
識をもっている。

・子ども一人一人の実態を適切に
把握し、個に応じた指導・支援を
行う。

・全体指導と個別指導での目的
と役割を確認して､チームの中心
となって適切な指導､助言を行
う。

教科等の専門性

・教科等を学ぶ意義を
理解し、教科等で培う
力を把握している。

・確かな学力と将来に生きて働く教科等の学びを追究する。
・子どもの主体的な学びを支え、保障する教科等の内容を検討、吟味し、絶えず研究し続け、多面
的・多角的な視点で取り組む。

授　業　力

・教科の基礎的な指導
ができる。
・主体的・対話的で深い
学びの具体的なあり方
について考えることがで
きる。
・探究的な学びを支える
計画を立てることができ
る。

・子どもの実態を把握するととも
に、すべての子どもにわかるユニ
バーサルな授業、楽しい授業をめ
ざし、子どもが主体的に学ぶ授業
をデザインする。
・指導と評価の一体化の意義を理
解し、子どもの学びを把握する。
・授業研究において、ＩＣＴ機器を
積極的に活用するなど多様な授
業形態を実践する。

・教科の特性や本質をつかみ、
単元間のつながりを認識しなが
ら、主体的・対話的で深い学び
の実現に向けた授業を実践す
る。
・自分の授業を省察する力をつ
け、授業改善を絶えず行う。
・授業研究において、若手教員
との建設的な意見交換を通し
て、次世代の専門性を培うサイ
クルを推進する。

・広い視野で授業改善を行い､
資質・能力を培う授業について
提案し､各教員が授業構想・実
践・省察力を自ら深められるよ
う支え、助言する。
・教科の本質を追究する授業
研究実践を継続して展開する。
・学校全体の授業研究を牽引
し、中心となって推進する。
 

学びの専門家として生
涯にわたって学び続け
る土台ができている。

・先輩教員から学び、自らの課題
を見つけ、その解決のために努力
をする。
・自主研修や研究会等に積極的
に参画し協働で研究する。

・専門性を深め、キャリアアップ
を図り、学ぶ意欲をもち続ける。
・ミドルリーダーとして、若手の指
導に積極的に関わる。

・自らの実践を深めるために、
常に省察し、改善し続ける。
・経験を活かし、学校全体の教
職員の資質・能力の向上に積
極的に関わる。

判　断　力
学び続け
る力
探究心

・情報収集に努め、状況を把握
し、的確な判断を迅速に行う。
・教育情報に関するアンテナを高
くもち、国の動向や時代の流れ
を的確に把握しながら、よりよい
学校教育の実現に向け努力し続
ける。

・管理職としての明確な教育理念を
もち、その理念を日々省察すること
を通して、自己の職能を成長させ
る。
・高い使命感と責任感をもち、子ど
もの未来を真剣に考え、将来を担う
子どもの成長に資する使命感や責
任感を深く自覚する。

倫　理　観
人　間　性
社　会　性

社会人としての一般常識
が身についており、豊か
な人間性や広い視野・高
い人権意識をもっている。

・謙虚な姿勢で人間性を豊かにし、広い視野をもつ。
・法令を遵守し、日常の服務を誠実かつ公正に遂行する。
・人間性を磨いて人間的魅力を身につけ、子どもや教職員、家庭や地域との信頼関係を構築する。
・人権問題について正しく理解し、確かな人権感覚を身につけ、子どもの範となる言動を行う。

倫　理　観
人　間　性
社　会　性

・豊かな人間性や広い視野、高
い人権意識をもち、子どもや教
職員の範となる言動を行い、子
ども、保護者、地域等との信頼
関係を築く。

コミュニケ
ーション力

他者と意思疎通を図
り、協働することができ
る。

・学校内で意思疎通と共通理解、合意形成を図りながら、同僚性を育む環境を整え、よりよい教育を
実現する。
・子ども、家庭、地域社会と信頼に基づく円滑な意思疎通を図る。

学び続ける力
探究心

教育的愛情
使　命　感

子どもに対する愛情と
教職への情熱をもって
いる。

教職に対する使命感と誇りをも
ち、子どもの個性を尊重するととも
に、豊かな人間性を育む熱意をも
つ。

学校教育を牽引する使命と役割
を自覚する。

学校を運営する高い見識と使
命感、責任感を身につける。

教育的愛情
使　命　感
責　任　感
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　　資質・能力教員としての基盤を固める
中堅教員・ミドルリーダーとして

教育活動を牽引する
経験を生かして指導、助言し

組織的な運営をする

資料４－２

トップリーダーとして
教育活動を推進する

　　　　　　　　　　　ステージ

　　資質・能力

福井県が求める
採用時の姿
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福井が求める教師像 

校種・教科に関する高い専

門的知識と技能を持った人 
自分の目で見たり、肌で感じたりして専門分野

に偏らない幅広い教養を身につけ、自立した社

会人としての良識や幅広い視野を持った人 

子どもたちはもとより、同僚や保護者、

地域の方とも円滑な人間関係を築き、

課題に対して臨機応変に対応できる人 

教育に対する情熱・使命感に

燃え、常に学び続ける向上心

を持った人 


